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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【転出】
・赤坂　テル様～南病棟へ転出となる。
・成田　和子様～南病棟へ転出となる。

【ユニット移動】
・高橋　久様～東Aユニット9号室→東Cユニット5号室。

＜患者様連絡事項＞
・大江　あや子様～食事摂取量低下あり、本日～メトグルコ錠中止し血糖3検指示あり。

＜感染症情報＞
東病棟患者総数　　　：49名（+1）
インフル新規陽性者　： 0名
インフル現陽性者　　： 0名
新型コロナ新規陽性者： 0名
新型コロナ現陽性者　： 3名（±0）

【新型コロナウイルス陽性者】
　〇2/5～2/10
　　大江　あや子様：体温37.0℃、他感冒症状身体不調訴え無し。
　　　　　　　　　　
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、自室で臥床し過ごされている。脱衣・不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想言動あるも、不穏・不機嫌さなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。訪室時、部屋から出ていこうとする事あり介入。本人希望にて、頓服薬使用している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。滅裂な言動・脱衣行為持続している。食事は介助にて全量摂取。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。
＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年2月10日　14：48
　氏　　名：松田 健（まつだ　たけし ）様
　生年月日：昭41年12月29日(58歳)
　病　　名：アルコール依存症・適応障害
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　施設内で特定利用者に対する迷惑行為があり受診。行った行為について表面上は反
省するものの以前から同利用者に嫌悪感を抱いていたと話し、自身の行動を正当化す
る様子もあり内省は乏しい。焦燥感や情動調節障害はあるが、抑うつ等気分の障害は
認めず、うつ病は否定的である。他利用者への影響も大きく、施設での対応は困難で
あることから衝動性のコントロールや休息を目的に東病棟Aユニットへ任意入院となる

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年2月10日　15：35
　氏　　名：鈴木　勝彦様（すずき　かつひこ）様
　生年月日：昭和33年8月29日(66歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　診 察 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟　ユニット　号室

　＜経過＞
　現在独居で生活している。同伴したスタッフの話しによると、ここ数カ月はうつ状
態が続き、動作が緩慢になったり失禁する様子がみられている。自宅はゴミ屋敷状態
で金銭的に困窮し毎日卵かけご飯を食べて生活しているとのことだった。
希死念慮についてはないわけではないと二重否定した。明らかな意識障害や病的体験
の訴えは無いものの、措置入院歴もあることここ数カ月病状は悪化傾向にあること、
本人の判断力が低下していることから医療保護入院となる。
